





Health education for female students majoring in humanities
− Introduction of the condom skill practice −
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要　旨
　女性の健康問題とセルフケアのあり方を学ぶ講義の中で、コンドームスキル演習を導入し、その教育効





























































































　対象者 132 名の内訳は、1 年生 122 名（92.4%）、
















































































































































代（18 ～ 1 歳）は 20.5％と未経験者の割合が高い。
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